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1.　はじめに
洋上を長距離移動する船舶では、長い航海を終え
到着港に到着した際に船内時計が到着港の現地時間
となるように、洋上航行中に船内の時計を改正する
ことを時刻改正と呼ばれている。しかしこの時刻改
正は船内時計にしか反映されず[1]、業務上利用して
いる PC等のデバイスや個人が所有しているスマー
トフォンには反映されないため、起床時刻を知らせ
るアラーム機能が利用できないといった不便を生じ
てきた。そこで本研究では、現在船上で情報記録の
ために多く利用されているサーバを活用しスマート
フォンの時刻改正を行うことで、時刻改正に伴う不
便を解消し船内滞在時の快適性を向上することを目
的とした。
2.　従来の時刻改正の手法
従来の時刻改正では、毎日午前 8時から正午の間
に定められた時刻改正量の分だけ、船内時計の親時
計を調整し、同時に時刻改正を行う旨を船内放送で
周知する。親時計と船内各所にある子時計とはケー
ブルにて繋がっており、電気通信にて同期している
ので時刻改正が反映される。このとき船内時計と個
人で所有している腕時計含め他のデバイス類は同期
していないので、その都度調整する必要がある。ま
た定められた時刻改正量というのは天体観測によっ
て現在地を算出していた時代には太陽が南中する時
間を正午あたりになるよう算出し、GPSが利用され
ている現代では出発地から到着地までの時差を航行
日数や業務上の都合から一日あたりの時刻改正量を
算出している。
3.　時刻改正に伴う影響
船舶が大洋航海している時、乗組員では 24時間体
制の航海当直が組まれる。午前 8時から正午の間に
時刻改正が行われるということはその時間帯に当直
に入っている者は当直時間が、休息者は休息時間が
伸び縮みする。また時刻改正を行っている時間帯に
就寝している者もいるので、事前に告知していた時
刻改正量から変更があった場合、起床後混乱に陥る
場合もある。

図１．時刻改正のスマートフォンへの同期の仕組み
4.　時刻改正手法の提案とスマートフォンとの同期
従来の時計は、60進法を用いて確実に 60秒で 1
分、60分で 1時間を刻む。そのため時刻改正を行う
際は先述のようにまとめて時間を変更しなければな
らなかった。そこで 1秒間をわずかに延長、短縮し
たり、1分を61秒や、1時間を61分と調整すること
によって長い時間をかけて時刻改正を行うことを提
案する。これによって当直や休息時間を公平にする
ことができ、時刻改正による生じた身体的負担を減
らすことができると考えた。さらにこれをNTPサー
バ上で行うこと[2]で、船内時計のみならず個人が所
有しているスマートフォンや VoIP 電話などサーバ
に接続しているあらゆるデバイスを船内時に合わせ
ることができると考える。
5.　まとめ
今回提案した時刻改正手法を導入することで。常
に手元のデバイスを船内時に調整する手間がなくな
り乗船時の快適性が増すことが考えられる。
参考文献
[1]　大西貴希他 : "電波時計を船内時に整合可能な船
舶用自動同期時計の開発"、日本航海学会論文集、
第 199 号

[2]　鈴木治他 : "NTP時計に船内時を提供するための
実装手法と精度調査"、2016電気情報通信学会
総合大会

情報・システムソサイエティ特別企画　ジュニア＆学生ポスターセッション予稿集

Copyright © 2022 IEICE2022/3/15 〜 16　オンライン開催
-65-

ISS-A-068


